
Q 　枚方市内の避難所開設・運営訓練に参加し、
市は避難所での感染症予防や環境改善のために
パーティションや簡易ベットの購入を進めると
いう説明がありました。
訓練に参加する中で、実際の災害対応のイメー
ジが膨らみ、避難所の充実や強化が重要である
と考えますが、実際に避難所となる体育館等の
スペースやレイアウト、収容可能人数など施設
ごとのシュミレーションはどのように行われて
いますか。
　また、収容可能人数に対して避難者数が溢れ
た場合や車椅子利用者、体調不良者がいた場合
などの対応策についてどのような具体策を立て
ているのかお伺いします。

　新型コロナウイルス感染症に対応した避難所運営のた
めの「避難所運営マニュアル（感染症対策編）」を作成
し検討したところ、一般的な小学校の体育館では30〜
35台程度のパーティション設置ができると考えており
ます。今後は現場での検証を行ってまいります。
また、スペースの確保を目的とした2次避難所の開設判
断に先立ち、避難者の少ない1次避難所の活用やその次
の段階として現在の災害対策の見直しなど、これから具
体化する必要があります。配慮が必要な方に対しての対
応策と施設ごとに合わせたゾーニング等はこれから各関
連の皆様と研究していきます。

　新型コロナウイルス感染症への対応とし
て、3密対策や新しい生活様式への取り組み
など、新たな対策が必要不可欠です。
枚方市でもコロナ前に策定された経営サイク
ルの再構築が行われますが、システムの再構
築がどのように行われるのかスケジュールや
財源活用の方法などをお伺いします。
　また、補助金が交付されている活動の中で
効果や目的がはっきりしないものもあるよう
に感じています。今後どう事業を見直してい
くのかの見解をお伺いします。

枚方の未来のために

 災害はいつ起こるかわかりませんので、実際に利⽤する地域住⺠の声やアイデア、地域ごとの利⽤⼈数、施設ごとの

課題や現場検証でしかわからない問題を素早く明確にし、早期実践できる体勢を整えてもらいたいと強く要望します。

また、感染症に対応した避難所のレイアウトでは収容可能な⼈数は少なくなります。現在の避難所だけではなく、⾃治

会館や学校、⺠間施設などの活⽤も視野に⼊れ、解決策を検討していただくよう要望いたします。

　第5次枚方市総合計画の進行管理においては、実行計画
レベルでの評価を中心に取り組みを進めていましたが、
事務事業実績測定をもとに、ロジックモデルの導入やKPI
の設定など取り組みを進めています。
今後は施策や事務事業の見える化を進め、事業の企画立
案から検証、評価、見直しまでのサイクルを確立し、効
果の低い事業については見直しや廃止を行うなど効果的
な運営に努めてまいります。

 枚⽅市では実に1000もの事務事業が実施されています。持続可能で選ばれるまちづくりを実現するために、必要なも

の、不必要なものを⾒極める「選択と集中」の視点はこれまで以上にとても⼤切だと考えています。新時代に合わせな

がら効果的な事務事業の実施、財源の活⽤に向けて取り組みをしっかり進めていただくよう要望いたします。
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